
課所室業務棚卸総括表

16 部局 課所室 作成者（職） （氏名） （連絡先） 棚卸表コード No.

H16.7.20 建設部 建設総務課 - - - ⑯２建総０３ 建設－３

実績(H15） 目標(H17) 人工数(人） 予算（千円）

13%
（H12実績）

20% 4.0 5,135

67% 100% 4.0 5,135

実績(H15） 目標(H17)

０１

100% 100%

０２

67% 100%

０３

13%
（H12実績）

20%

 平成16年度（前期）行政経営会議用  様式２

道路障害物を少なくする

0

・道路障害物を少しでも減らすため、不法屋外広告物パトロールとも連携し不法占用物件の撤去や設
置者への指導を強化する
・指標としては、「秋田市まちづくりアンケート」の結果を取りまとめた地区政策調査報告書より、道路に
対する満足度評価の結果から、「よい」と「どちらかといえばよい」の合計割合とする　（平成15年度 未
実施）

道路に関する満足度（地区政策調査）

工事状況を確認することで、施工不良等による交通障害を解消する

0

・書類審査や現場パトロールを強化することにより、施工不良等による交通障害を解消する
・平成15年度実績　（平成15年度は自費工事施工承認件数のみより算出）
　　自費工事施工承認件数　　　　　166件　　　内完了確認件数111件　（平成15年６月末現在）許可および承認工事に対する工事完了確認件数の割合

①現場へ立ち入り調査をして、申請者へ適切な指導をする
②工事の完了審査において、適正な復旧状態を確認する

5,135

・秋田市道路占用連絡協議会の連絡調整役として、道路に関する各種工事を計画的に行うよう関係
機関に要請し、道路の掘り返しを解消する
・宅地内への引込み管については、事前協議、書類審査の段階で指導を強化する
・平成15年度実績
　同時施工可能箇所数　　　　　26箇所
　同時施工箇所数　　　　　　　　26箇所
　（平成15年度同時施工不可能箇所については次年度以降の工事として調整した）

同時施工可能箇所に対する同時施工の割合

①秋田市道路占用連絡協議会を開催する
②申請から許可、承認までの期間を短縮し、同一箇所の同時施工を可能にする

許可および承認工事に対する工事完了
確認件数の割合

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円）

備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

成果指標

上位目的 道路の管理を行うことにより市民が安全に通行できる環境をつくる。
道路に関する満足度
（地区政策調査）

①不法占用物件を減らす
②道路占用許可申請時に適正な指導を行う

年度 担当（係）

作成日 占用担当

業務名称 道路占用の許可業務

担当業務
目的 道路を道路として使用できる状態を確保する。

道路の掘り返しを解消する
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